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衆
議
院
議
員
沢
藤
礼
次
郎
君
提
出
岩
手
県
南
部
地
域
（
宮
城
県
北
隣
接
地
域
）
の
道
路
網
整
備
に
関
す
る
質
問
に

対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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三 

 
衆
議
院
議
員
沢
藤
礼
次
郎
君
提
出
岩
手
県
南
部
地
域
（
宮
城
県
北
隣
接
地
域
）
の
道
路
網
整
備
に
関 

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

道
路
は
、
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
、
地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
上
で
根
幹
と
な
る
公
共
施
設
で
あ
り
、

地
域
の
現
状
、
開
発
の
動
向
等
に
即
し
、
計
画
的
な
整
備
の
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

岩
手
県
南
、
宮
城
県
北
に
ま
た
が
る
地
域
に
お
い
て
は
、
南
北
方
向
の
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
等
、
東
西
方
向

の
一
般
国
道
二
百
八
十
四
号
、
三
百
九
十
七
号
等
を
骨
格
と
す
る
道
路
網
に
つ
い
て
、
そ
の
整
備
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

今
後
と
も
、
所
要
財
源
の
確
保
に
努
め
、
体
系
的
な
道
路
整
備
を
推
進
し
、
均
衡
あ
る
地
域
の
発
展
を
図
つ

て
ま
い
り
た
い
。 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

県
道
一
関
大
東
線
は
、
一
関
市
中
央
二
丁
目
か
ら
大
東
町
摺
沢
に
至
る
路
線
で
あ
り
、
一
関
市
相
川
字
外
大

久
保
か
ら
東
山
町
松
川
字
滝
ノ
沢
に
至
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
一
次
改
築
が
完
了
し
て
い

る
。
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
岩
手
県
に
お
い
て
、
県
全
体
の
道
路
網
の
整
備
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く

と
聞
い
て
い
る
。 

県
道
江
刺
千
厩
東
和
線
は
、
江
刺
市
岩
谷
堂
か
ら
宮
城
県
東
和
町
米
川
に
至
る
路
線
で
あ
り
、
千
厩
町
西
中

沢
地
内
か
ら
宮
田
橋
に
至
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
現
在
道
路
管
理
者
で
あ
る
岩
手
県
に
お
い
て
鋭
意
整
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
般
国
道
二
百
八
十
四
号
は
、
陸
前
高
田
市
か
ら
一
関
市
に
至
る
路
線
で
あ
る
。
千
厩
町
東
小
田
か
ら
川
崎 

四 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

宮
城
県
気
仙
沼
市
か
ら
岩
手
県
室
根
村
、
藤
沢
町
及
び
花
泉
町
を
経
て
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
若
柳
金
成
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
至
る
路
線
の
う
ち
、
県
道
藤
沢
津
谷
川
線
に
つ
い
て
は
、
未
改
良
区
間
で
あ
る
室
根
村
竹

野
下
地
区
で
、
現
在
道
路
管
理
者
で
あ
る
岩
手
県
に
お
い
て
鋭
意
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

村
砂
子
田
に
至
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
川
崎
村
砂
子
田
工
区
に
つ
い
て
鋭
意
事
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昭
和
六
十
年
代
半
ば
の
供
用
を
目
途
に
今
後
と
も
事
業
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。 

県
道
大
船
渡
綾
里
三
陸
線
は
、
大
船
渡
市
猪
川
町
か
ら
三
陸
町
越
喜
来
に
至
る
路
線
で
あ
り
、
清
水
か
ら
合

足
に
至
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
現
在
道
路
管
理
者
で
あ
る
岩
手
県
に
お
い
て
ト
ン
ネ
ル
区
間
を
主
体
に
鋭
意
整

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

五 

 



 

六 
七
に
つ
い
て 

一
般
国
道
三
百
九
十
七
号
は
、
大
船
渡
市
か
ら
秋
田
県
平
鹿
郡
十
文
字
町
に
至
る
路
線
で
あ
り
、
種
山
ト
ン

ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

種
山
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
バ
イ
パ
ス
区
間
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
代
後
半
の
供
用
を
目
途
に
今
後
と
も
事

業
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

八
に
つ
い
て 

一
般
国
道
四
十
五
号
大
船
渡
南
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
現
在
鋭
意
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

早
期
に
事
業
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

三
陸
局
部
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
新
三
陸
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
昭
和
六
十
年
代
半
ば
の
供
用
を
目
途
に
今
後
と
も
事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 




